
「賦課限度額」の改正について 

（１）賦課限度額とは 

 国民健康保険税は、「基礎課税額（医療分）」、「後期高齢者支援金等課税

額」、「介護納付金課税額」の区分ごとに算定した税額を合算する。 

それぞれの区分で賦課限度額が定められ、算定した額が賦課限度額を超え

る場合は、賦課限度額を税額としている。 

地方税法施行令（第５６条の 88の２）において法定限度額が定められ、これ

に基づいて各市町村は条例により賦課限度額を定めることとなっており、本町

では、東浦町国民健康保険税条例第２条で賦課限度額を定めている。 

法定限度額は毎年度末に改正が行われており、本町も法定限度額を基本と

しているが、現状は税法改正から 1年遅れで条例改正を行っている。 

 

（２）愛知県内市町村の状況 

 
 

（３）今後の予定 

愛知県で「保険料水準統一」を目指していく中、賦課限度額についても政令

で定める基準（法定限度額）に統一する方向で進んでいる。 

本町は 2026 年度から現年度の法定限度額を賦課限度額として改正する

ことを検討する。 

 

資料７ 


